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日本筆記具工業会から「経済産業大臣表彰」受賞者輩出 

西本洋二氏 ＪＩＳ原案作成分科会長、ＩＳＯ国際提案プロジェクトリーダー 

 １０月、本工業会に朗報が舞

平成２０年度工業標準化事業表

氏が「経済産業大臣表彰」を受

西本氏は日本工業規格（ＪＩＳ

科会長として長年ＪＩＳ原案作

２００５年には「ゲルインキボー

う新たなＪＩＳ規格の制定に関

を国際標準化機構（ＩＳＯ）に国

ーキンググループのコンビナー

リーダーを務めるなどして、我が

記具工業に多大な貢献をされて

「経済産業大臣表彰」受賞者を

輩出したことを会員一同大変よ

りに思うと同時に、西本氏に一層

願いしたいと思います。表彰式は

(月)、虎ノ門パストラルホテル鳳

れました=写真=。 

国際提案した「ゲルインキボー

フィル」の規格は、ＩＳＯ２７

ルインキボールペン及びレフィ

ＩＳＯ２７６６８-２（同；公文

間もなく発行される予定です。

 

 

【西本洋二氏の職歴】 

 

昭和４１年４月 三菱鉛筆㈱入社

に配属 

平成６年４月  山形工場長に就

平成７年３月  取締役に就任 

平成８年４月  取締役群馬研究

所長に就任 

平成１２年３月  監査役に就任 

平成１７年３月  顧問に就任、現在

 

平成２０年度工業標準化事業表彰
い込みました。

彰で、西本洋二

賞しました。 

）原案作成分

成に寄与され、

ルペン」とい

わった後、これ

際提案し、ワ

、プロジェクト

国と世界の筆

います。 

本工業会から

ろこばしく誇

のご活躍をお

１０月２０日

凰の間で行わ

ルペン及びレ

６６８-１（ゲ

ル；一般用）と

書用）として

 

、研究開発部

任 

開発センター 

に至る 

 
 

 

【表彰対象となった主な功績】 

 

■多年にわたり、数多くの筆記具に関する JIS 原案

作成に寄与してきた。 

■また、２００５年には自らがＪＩＳ原案作成分科会

長としてＪＩＳ Ｓ ６０６１（ゲルインキボールペン及び

レフィル）を新規制定に関与した。 

■更にそのＪＩＳ Ｓ ６０６１を２００６年に、ＩＳＯに国

際提案し、新たなワーキンググループＩＳＯ/ＴＣ10/

ＷＧ１８設置の働きかけに成功し、当該ＷＧのコン

ビナー及びプロジェクトリーダーを務めるなど、筆記

具分野の国際標準化を積極的に推進した。 

■日本が世界をリードする優れた技術（筆記具製造

技術）の国際標準化に多大な貢献を行った。 
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第７回 優良工場見学会実施 
ロケット・宇宙開発のＩＨＩエアロスペースと伝統の酒蔵 松屋酒造株式会社  
 

 

 数えて第７回になる「優良工場見学会」を

１０月２１日実施しました。本工業会と日本鉛

筆工業協同組合との共催で、当日は２５名の会

員が参加しました。 

視察先は群馬県富岡市の「㈱ＩＨＩエアロス

ペース富岡事業所」と藤岡市藤岡の「松屋酒造

㈱」。朝７時３０分日暮里発の日帰りバス見学

旅行でした。   

☆ 

 上信越自動車道の富岡インターを降りて約

20 分すすむとＩＨＩエアロスペース富岡事

業所の巨大な施設が迫ります。同社は我が国を

代表するロケット飛翔体の総合メーカー。固体

燃料ロケットの技術を応用した科学観測や実

用衛星打ち上げ用ロケットや防衛用ロケット

の開発などで日本の宇宙開発と防衛の一翼を

担っています。これらロケット開発で蓄積した

高度な金属加工や試験技術を民生用に活用す

る委託業務も多く行っています。 

同社の前身は中島飛行機。戦後は富士産業㈱

と社名変更し、ペンシルロケットの打ち上げを

成功させて時の話題を独占した名門基幹企業。

富岡事業所は高度な機密を保有することから

一般公開はされていませんが、本工業会は縁あ

って視察を許されました。 

☆ 

第２の視察は地酒松屋酒造。創業は江戸後期

の米問屋。明治後期から酒造りを始め「手造り

とうせん、當選、都初雪、芳樹、平井城、安全

魂」等の人気の銘柄を発売してきました。地元

の御荷鉾山系から湧き出す名水を生かし、杜氏

の勘と厳選された原料米で昔ながらの手作り

を継承。時間と手間を厭わない酒造りに、通の

高い評価を得ています。 

 

 

株式会社ＩＨＩエアロスペース富岡事業所 

群馬県富岡市藤木 900 番地 

電話 0274-62-4123 

 

松屋酒造株式会社  

群馬県藤岡市藤岡 180  

電話 0274-22-0022 
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２０年度第２四半期委員会活動報告  

 
(平成２０年７月～１０月)
＜総務 関係＞ 

9.19 書育検討小委員会（20年度 第１回） 

・「書育」についての趣旨説明 

・ NHK「クローズアップ現代」DVD 

視聴による内容確認 

・各社の「書育」に関連した広告・啓蒙活動

について 

・「書育」の共通メッセージについて 

10.7 総務委員会（20年度 第３回） 

・第５回ゴルフコンペ開催について 

・優良工場見学会開催について 

・会員研修会の開催について 

・年末の講演会及び懇親会について 

・「書育」啓蒙活動について 

・平成 20 年度第３回理事会（10/16）運

営について 

10.8 書育検討小委員会（20年度 第２回） 

・「書育」の訴求ポイントならびにメッセー

ジについて 

・ビジュアル化の検討 

10.27 書育検討小委員会（20年度 第３回） 

・「書育」ビジュアル化の検討 

・「書育」ＨＰコンテンツ案について 

 

＜調査研究・広報 関係＞ 

9.10 調査研究・広報委員会（20年度第１回） 

・2008 JWIMA 技術交流会の反省と次回

開催について 

・「書育」ＨＰ作成について 

10.28 調査研究･広報委員会(20年度第２回) 

・2009 JWIMA技術交流会について 

・「書育」ＨＰ作成について 

 

＜流通 関係＞ 

7.28 流通小委員会（20年度 第２回） 

・2009 年製品カタログ エコマーク表記

について 

8.28 お客様相談窓口連絡会（20年度 第２回） 

・各社のお客様対応事例について 

・不当要求に対する対応の共通化（業界統一）

検討 

9.25 流通小委員会（20年度 第３回） 

・2009 年製品カタログ エコマーク表記 

その後の経過について 

 

 

 

＜技術国際 関係＞ 

9.18 マーキングペン部会（20年度 第３回） 

・ホワイトボードマーカー関連クレーム・コ

ンプレインの報告 

・低価格ボード表面分析に関する情報確認 

・ＢＳ７２７２安全キャップ、安全尾栓に関

する疑問点の審議 

・マーキングペンのＪＩＳ見直しの件 

9.26 製品安全小委員会（20年度 第２回） 

・REACH 規制への各社対応状況に関する

情報交換について 

10.6 技術国際委員会（20年度 第１回） 

・Ｈ20 年度上期各部会活動報告ならびに

H20年度下期活動計画について 

・新規分野・産業競争力強化型国際標準提案

事業委員会報告 

 

＜ＪＩＳ改正関係 ゲルインキボールペン 

ＪＩＳ分科会＞ 

8.4  （20年度 第１回） 

9.12  （平成 20年度 第２回） 

10.17 （平成20年度 第３回） 

・以上、共に JIS S 6061 「ゲルインキ

ボールペン及びレフィル」の見直しにつ

いて 

 

＜国際規格適正化事業 関係＞ 

7.17 国際標準提案事業委員会（20年度 第１回） 

・ｹﾞﾙｲﾝｷﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ ISO提案経過報告について 

・ISO11540改正について 

 

＜全文協との共催 関係＞ 

7.9 合同知的財産部会（20年度 第２回） 

8.22 合同知的財産部会（20年度 第３回） 

9.5 知財プロジェクトリーダー研修会 

 

● 理事会 開催状況 

10.16 理事会（20年度 第３回） 

・各委員会上期活動報告 

・ゲルインキボールペンＩＳＯ提案経過報告について 

・20年度上期収支報告について 

・第４回理事会・年末講演会・懇親会開催に

ついて 

・2007年米国・中国貿易統計について 

・「書育」の啓蒙活動の経過と予定について 

・その他 
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ＥＷＩＭＡ技術委員会出張報告--西本洋二氏 

 
欧州筆記具工業会技術委員会出張報告 2008.10.08 開催 
 

 これ迄９月下旬に開催されていたＥＷ

ＩＭＡ技術委員会は、今年は１０月８日

(水)に開催されました。会場はミュンヘン

空港内にある｢Ａｕｄｉ Ｆｏｒｕｍ｣の会

議室です。ヨーロッパの委員にとっては、

会議が終わり次第すぐに飛行機に乗れる

便利なロケーションです。=写真右上= 

 

ゲルＩＳＯ提案に拍手 

議長(Ｄａｎｉｅ

ペン

ｄｅｒｍａｎ

向について報

ＥＡＣＨ規制における筆記具の行方 

告があ

り

以上、２００８年１０月３１日報告)  

 会議は午前１０時半に

ｌ Ｂｕｒｎ氏)が開会宣言の後、前回議事

録承認、今回議題確認を行いました。次い

で毎回行う新技術等を紹介する｢メイン・

トピックス｣の講演がありました。 

 トップの議題として、ゲルインキボール

及びレフィルのＩＳＯ規格提案の経過につい

て、パワーポイントのスライドを用いて報告し

ました。①ＩＳＯ/ＴＣ １０/ＷＧ１８の国際

会議が２００７年５月(フロリダ・オーランド)

と２００８年５月(スイス・チューリッヒ)に行

われたこと、②ＩＳＯ/ＣＤ ２７６６８-１の

ＣＤ投票が承認されたこと、③ＩＳＯ/ＤＩＳ 

２７６６８-１及び２７６６８-２が２００

８年１月４日から６月４日までＤＩＳ投票に

かけられ、２件とも反対票なく１００％賛成で

承認されたこと、④そしてＩＳＯ中央事務局か

ら｢フランス語訳なしで直接発行の準備をして

いる。｣旨の通知を受けたことを報告し、これ

までの協力に対して感謝の意を表しました。委

員の皆さんから拍手をいただき、また事務局長

のＭａｎｆｒｅｄ Ｍｅｌｌｅｒさんから祝福

をいただきました。=写真右下= 

 次いで英国のＤａｖｉｄ Ｒｕ

 

氏から、ＢＳ ７２７２-①｢筆記具及びマーキ

ング用具｣Ｐａｒｔ １:安全キャップの仕様と

ＢＳ ７２７２-２｢同｣Ｐａｒｔ ２:安全尾栓

の仕様が既に改正され、Ｐａｒｔ１は直ちに発

効したが、Ｐａｒｔ２は金型の修正等のため猶

予期間がとられ、２００９年９月３０日に発効

するとの報告がありました。 

 最近のＥＮ７１シリーズの動

告がありました。ＥＮ７１-１では小部品、磁

石の取り付け、ＥＮ７１-５では化学玩具中の

有機溶剤やフタル酸エステル、ＥＮ７１-７指

絵の具では芳香族アミン等でした。 

  

Ｒ

ＲＥＡＣＨ規制については、重要な報

ました。Ａｒｔｉｃｌｅ（成型品）に関する

ガイドラインが２００８年５月に発行され、そ

の中で筆記具はＰｒｅｐａｒａｔｉｏｎ(調

剤)であるとされたが、同じＲＥＡＣＨ関連の

公式文書の中にＡｒｔｉｃｌｅとして例示し

てあるものが２つあり、現時点では筆記具をＰ

ｒｅｐａｒａｔｉｏｎかＡｒｔｉｃｌｅか判

断できないとのことで、現時点ではＥＷＩＭＡ

(欧州筆記具工業会)はこれまで通り筆記具は

Ａｒｔｉｃｌｅと判断するとのことでした。 

 その他、デンマークの学校用品へのフタル酸

エステルの使用禁止、ドイツのある地区でのニ

ッケルメッキの規制等の報告がありました。詳

しくは後ほど発行される正式な議事録を参照

してください。 

(
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ＩＳＯＴで模倣の実態をアピール 知的財産部会 
経済産業省 (社)全日本文具協会 日本筆記具工業会共催 
 

 

 

 

経済産業省、社団法人全日本文具協会と日本

筆記具工業会の共催による「模倣品対策セミナ

ー」をＩＳＯＴ２００８の第２日目の７月１０

日（木）に開催しました。このセミナーは今回

で５回目、文具業界の恒例の勉強会として定着

すると同時に、模倣品対策を推進する行政から

の注目も高く、来賓と受講者あわせて８６名の

出席を得ました。 

ともすれば法律用語が飛び交う知的財産権

という難解なテーマを「寸劇」仕立てで解説し

て今回で２回目になりました。今年のテーマは

「はじめての海外模倣品対策」。劇団俳優さん

の演技により典型的な侵害トラブルを披露、こ

れをコーディネーターの秋山守雄氏がクイズ

形式で参加者に問いかけ、解説者から回答をレ

クチャーしてもらう形でセミナーは展開しま

した。行政の専門官からの最新の報告も豊富に

いただきました。 

セミナー終了後、挨

拶に立った本工業会

の石川真一会長は出

席各位への謝意を述

べ、加えて我が国メー

カーの知的財産戦略

の重要性を強調して

閉会しました。 

 

 

２００８模倣品対策セミナー協力者 
●ゲスト 

分部 悠介氏 （経済産業省 製造産業局 模倣対策 通商室 製造産業専門官 弁護士） 

●特別解説者（順不同） 

三村敦宣氏 (東京税関 業務部 総括知的財産調査官 上席調査官) 

水野  清氏 (コスモ国際特許事務所・上海コスモ商標事務所 所長 弁理士) 

坂上  誠氏 (日本貿易振興機構 在外企業支援・知的財産部 知的財産課)  

●出演俳優   

中野博文さん       （小劇場界で活躍するフリー舞台俳優） 

菅 真紀さん        （劇団「ＡＣファクトリー」所属） 

神谷奈々江さん      （劇団「新宿芸能社」所属） 

●コーディネーター

秋山 守雄 氏 (ゼブラ㈱ 研究本部知的財産部長・ＩＳＯＴ模倣品対策プロジェクトチームリーダー) 
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お知らせ 
 

製品カタログ エコマーク表記について
流通委員会 流通小委員会 
 
 

 

本年上期は紙問題に始まった再生材料の配

合比率の乖離疑惑が大きな社会問題になりま

した。 

筆記具・文具業界は再生紙や再生樹脂等を原

料メーカーから調達して、これを成型加工して

製品にする立場にあり、原料の再生率について

は原料メーカー側の数字を申し送りせざるを

得ない立場にあります。しかし一方で、筆記具

等メーカーはユーザーに正しい表示をする義

務があります。 

こうした状況を受けて流通委員会は「流通小

委員会」の中でこの問題を取り上げ協議してき

ました。その結果、本工業会としての指針を示

しましたのでお知らせします。 

 

「筆記具・文具業界としては再生紙メーカー

や再生プラスチックメーカーの事情から察し

て、今後も配合率に変動が起こりうる不安があ

るため、カタログ等においては、その下段に配

合率の表示が義務付けられている「ｅマーク」

の表示はせず、文言で「エコマーク適合商品」

と表示する。つまり、配合率はカタログには記

載しない。その上で、「エコマーク適合商品」

の論拠としての当該製品の配合率は、各社のホ

ームページで紹介する。」 

 

 

以上は流通小委員会が示した一つの指針で

ありまして、各社の判断でご対応をお願いいた

します。 

紙媒体は不特定多数に配布されるため表示

等に変更を加えることは困難で、またそれを実

施することは資源と経費の面からも決して望

ましいことではありません。そのため紙媒体の

変動部分を補うためにインターネットを活用

することにいたしました。 

 

 

【表記例】 

 

エコマーク認定商品 

Ｇ購入法適合商品 

ＧＰＮ エコ商品ねっと掲載 
 

認定番号は一覧表で別途掲載。配合率はカタロ

グには掲載せずＨＰで載せる。（改定などの変動

に対処する）

第５回ゴルフコンペ実施  【報告】 
 

JWIMA 主催の「第５回ゴルフコンペ」を

９月13日(土)開催しました。コースは「飯

能ゴルフクラブ」。16名のプレーヤーの参

加をいただきました。優勝は㈱マービーの

小林信也さん=写真=、準優勝は㈱守屋彫刻

工芸の守屋貴彦さんでした。さわやかな秋 

晴れの下、名門コー

スを楽しみながら親

睦交流を深めまし

た。 
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ＪＷＩＭＡ講演会・懇親会１２月２日(火) 【ご案内】

テーマ：「書育」Ｐａｒｔ２ ～脳から知る人と環境～ 講師：工学博士 牧 敦さん 

 

 

 

ことしの「ＪＷＩＭＡ講演会・懇親会」は１２月２日(火)に開催いた 

します。講演会は夕刻５時から、懇親会は６時２０分からを予定して 

います。皆様のご参加を待ちしています。 

今回の講演会講師は、日立製作所基礎研究所に勤務されている工学博 

士の牧 敦（まき・あつし）さん。脳の働きを目に見えるように工夫 

する「光トポグラフィ法」の研究者です。この方法で「手書きと脳の 

働き」についてつまびらかにしていただきたいと願っています。 

「書育」を提唱して、若い人たちにも「手書き」を取り戻そうと積極 

的に活動をしている中、そのひとつの論拠として「手書きは脳の働き 

によい」を実証していきたいと考えています。当日、牧博士が手書き 

の素晴らしさを目に見える形で報告くださることを期待します。 

 

 

 

 

１１月１

第 1部 講演会 夕５時～６時 

 

お知ら
●総会のご

「第８回通

（月）午後

例年のとお

す。皆様の

す。 

 

●技術交流

「第２回技

（水）に解

和フォーラ

１８０名と

きました。

活動がます

ます。 

 

●国の緊急

国の「安心

て決定され

対応等緊急

ました。（

【目的】 こ

価格の高騰

資金繰りを

拡充・見直
第２部 年末懇親会 夕６時２０分～７時５０分 
４日までに出席の連絡をお願い申し上げます。参加費１万円（当日ご持参ください）

せ 
案内 

常総会」は平成２１年５月１８日

５時から上野精養軒で開催します。

り総会終了後に懇親会を実施しま

ご参加を心からお待ち申しておりま

会のご案内 

術交流会」は平成２１年６月１７日

することが決定しました。会場は共

ム（旧共和会館）です。第１回は

いう予想を上回るご参加をいただ

本工業会を広場に、技術で交流する

ます活発になることを期待してい

総合対策 新保証制度 

実現のための緊急総合対策」におい

た新しい保証制度「原材料価格高騰

保証」が１０月３１日から開始され

平成２２年３月３１日まで継続）

の制度は、原材料価格の高騰や仕入

を転嫁できていない中小企業者の

支援するため、現行制度の抜本的な

しがされたものです。原価高騰の 

 

 

影響を強く受けている５４５業種の中小企業

者が対象で、民間金融機関からの融資を受ける

際に信用保証協会が保証をしてくれます。 

【対象業種】 緊急保証制度では、製造業のみな

らず同じく仕入価格高騰の影響を受けている

飲食店、卸売業、小売業などが新たに対象業種

となりました。筆記具、文具事務用品に係る対

象業種は次のとおりです。 

 

万年筆、シャープペンシル、ペン先製造業 

ボールペン、マーキングペン製造業 

鉛筆製造業 

毛筆、絵画用品製造業 

事務用紙製品製造業 

学用紙製品製造業 

日用紙製品製造業 

文房具卸売業 

紙、文房具小売業、他 

 

【保証額】 対象業種の中小企業者は、金融機関

から融資を受ける際に一般保証とは別枠で、無

担保保証で８，０００万円、普通保証で２億円

まで信用保証協会の１００％保証を受けるこ

とができます。 

7 



第２５号                                            日本筆記具工業会ニュース           平成２０年１１月１日 

２

０

部

３

以

 

 

 

 

 

 

 ボールペンの輸入は５.７％増加した。６億９１１７万

ＪＷＩＭＡ発行 

米国貿易統計２００７より
００８年に大きな経済危機に見舞われた米国だが

７年の輸入は例年通り推移した。筆記具完成品・

品の輸入金額は前年比６．２％増の１３億

８７５万ドル（約１５８０億円）だった。米国は０１年

降、６年輸入増が続いている。 

 

ドルの年間輸入の内、中国製４２％、日本製２５％、

ＮＡＦＴＡの経済成長国メキシコが１３％を占めた。 

マーキングペンは３.６％増で計１億９００６万ドル。  

中国製５２％、メキシコ製１６％、日本製１３％と続い

た。 

シャープペンシルは１４.５％増と大幅に拡大、計

９８１３万ドルだった。内、中国製３３％、日本製

３０％、フランス製１２％、メキシコ製１２％と続いた。

鉛筆もシャープに並ぶ伸び率で、１６.２％増、計１億

４９１５万ドルを輸入した。内、中国製が３３％、ブラ

ジル製が１９％、インドネシア、メキシコ製と続いた。 

０７年は総じてメキシコの競争力が目立った。ボー

ルペンの単価を比較すると、メキシコは１本     

０.０５８ドル（約６.８円）、中国は０.１８９ドル(２２.３円)、

日本は０.４９８ドル(５８.７６円)となる。メキシコのボ

ールペン単価は中国の３分の１、日本の９分の１だ

った。 

 

 

 

 

 

ボールペンの輸出は２５.７％増、計６億７１６６万ド

ルを輸出した。国別輸出先では米国がトップで

２７％を占めたが、アフリカとアジアと目されるその

他の国への輸出が全体の４０％を占めた。米国へ

の輸出単価が０.１１ドルに対してアフリカへは０.０

３ドルと３分の１以下だった。日本は輸出先上位６カ

国に入らなかった。 

マーキングペンは２２.８％増、計２億８８２０万ドル。
ＪＷＩＭＡ発行 

中国貿易統計２００７より 
 

２００７年の中国筆記具完成品・部品の輸出金額は

前年比２８.７％増の１５億６５１６万ドルだった。前

年が１９.９％増だったので中国はさらに成長を加速

させた。０７年で成長著しかったのはシャープペン

シル(５３％増)、鉛筆しん(４２％増)、万年筆(７０％

増)、製図用ペン(１４２％増)等の品目だった。 
 

同じく対米輸出が全体の３割を占め、次いで英国が

１割だった。単価は北米向けで０.０８ドルだった。 

シャープペンシルは５３.４％増の計８８２６万ドル。

中でも北米向けが３７.７％と大幅増だった。単価は

０.０７ドルだった。０７年に米国がシャープペンを大

量輸入した理由が気になるところだ。 

鉛筆の輸出は２６.８％増の計２億０６７７万ドルだっ

た。国別では先進諸国が上位を占めるが一方、そ

の他の国が約６割を占める。地域別の成長輸出先

はアジア、欧州、中南米、アフリカである。 

 

 

※円換算は０７年時点の１ドル１１８円を用いた。 

 

 

統計資料をご希望者に提供しています。事務局まで、連絡ください。 

日本筆記具工業会 ＪＷＩＭＡ 電話０３－３８９１－６１６１  
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